
2014年度 第 3回文教大学大学院国際協力学研究科シンポジウム  

 旅は若者と世界をどのように繋ぐのか？     

‐メディアとしての旅の可能性を考える‐  

【開催日時】2014年 11月 22日（土）13：30～16：00   

【会場】文教大学湘南キャンパス 6号館 3階 6319教室  

【プログラム】       【Website】 www.bunkyo.ac.jp/faculty/gs-inter/  

13：30～13：40 挨拶 藤井美文氏（文教大学国際協力学研究科長） 

13：40～14：30 基調講演 石田言行氏（株式会社 trippiece 代表取締役 CEO） 
●テーマ「トリッピースが目指すもの」 

14：30～15：15 パネル・ディスカッション 

●若者と旅に関する批判的議論 

15：15～15：30 休憩 

15：30～16：00 フロア・ディスカッション 

【シンポジウム概要】 

今、日本の若者の旅が変わりつつあります。ビンボー旅行、武者修行、或は記念碑的旅行などの

特徴を持っていた、かつての若者の旅は時代とともに変化し、今では若者にとって不可欠なコミ

ュニケ―ション・ツールである SNSから大きな影響を受けています。遠い外国を旅していても、

常に自分の日常世界を携帯した旅を可能にさせており、「いいね！」と言ってもらえる風景を写

真に収めることが旅の大きな目的になっていたり、SNS上で知り合った旅仲間が実際のツアーを通

して「一生の仲間」だと思える関係になったり、旅は旅としての時空だけに規定できないメディ

アとして、拡大しているようにも見えます。  

 このような現在の（日本の）若者を取り巻く旅の状況を、若者を主対象としたトラベルビジネス

「トリッピース」を起業した石田言行氏を講演者に迎えて議論します。旅を通して、現代の若者

がどのように他者と、社会と、世界と繋がりうるのか、或いは繋がれないのか、旅を「ひとと世

界を繋ぐメディア」という視点から眺め、その可能性と課題を考えます。  

観光ビジネスに興味のある方、旅と若者について考えたい方など、多くのご参加をお待ちして

います。  

【石田言行氏プロフィール】東京都調布市生まれ。大学１年時に、子どもたちが撮った写真を通して国際協力を支援

する学生団体うのあんいっち（2010年 1月、特定非営利活動法人化）を立ち上げ活動を展開する。活動の一貫として、旅行会社や

参加希望者とスタディツアーを共同企画・実施。3カ国に約 60名の集客をする。その経験をもとに、2011年 3月、株式会社 trippiece

を設立。ユーザー数 15万人、旅行者 2万人を超える旅行コミュニティに育てる。ラオスで象使いになる旅や、ウユニ塩湖に行く旅

などオリジナリティある旅行サービスとして注目を浴び、テレビやラジオ、新聞などのメディアに多数掲載されている。 

お問い合わせ：文教大学国際協力学研究科 山口一美：yamaguch@shonan.bunkyo.ac.jp, 高井典子：takai@shonan.bunkyo.ac.jp 

 

 

http://www.bunkyo.ac.jp/faculty/gs-inter/

